































































































































Sophiashreikedandfaintedon theGround Iscreamedandinstantly ran mad .We
remainedthusmutualy deprivedofourSenses,someminutes,andon regaining them were
deprivedofthem again .ForanHourandaQuarterdidwecontinueinthisunfortunate




















































































































































・Dear,dearNorland!・...・when shal Iceaseto regretyou! when learn to feela home
elsewhere! Oh!happyhouse,couldyouknowwhatIsufferinnowviewingyoufrom thisspot,
from whenceperhapsImayview younomore! Andyou,yewel-knowntrees! butyou
wilcontinuethesame. Noleafwildecaybecauseweareremoved,noranybranchbecome
motionless although we can observe you no longer! No;you wil continue the same;
unconsciousofthepleasureortheregretyouoccasion,andinsensibleofanychangeinthosewho
walkunderyourshade! Butwhowilremaintoenjoyyou?・
19
ノーランドを擬人化し，自らの嘆きをぶつける。彼女の嘆きを表現する文章のほとんどは感嘆詞で締
めくくられ，マリアンの繊細かつ強烈な感受性が表現される。
コッテージに移ったマリアンは散歩で雨に降られ，足をくじいたところを紳士に助けられる。彼女
を抱き上げて家まで運んでくれたウィロビーは，美男子で立ち居振る舞いもすばらしい紳士であった。
彼との出会いは感受性豊かなマリアンが夢見た通りのロマンティックなものだった。マリアンはすぐ
に彼に夢中になってしまう。『愛と友情』のヒロインたちと同様，スピーディーな展開である。しか
しマリアンには，その後ウィロビーとの行き過ぎた振る舞い，自己中心的で他人を傷つける言動が目
立ち始め，二人のこうした態度は，彼女を誠実に愛するブランドン大佐を間接的に侮蔑することにな
る。一方，金銭重視のウィロビーは最終的に彼女を捨て，別の女性と結婚してしまう。これにショッ
クを受けたマリアンは泣き崩れ，体調を崩し，姉を始め周囲の人々に心配をかけるが，自分が世界で
一番不幸と嘆き続けて重病に陥るのだった。ここには自らの自己中心的な感受性で周りの人々をも自
らの不幸に巻き込むことで，本人だけでなく周りの人間に害をもたらすという，『愛と友情』には見
られなかった複雑な人間感情が描かれている。マリアンが自身の感受性は受け入れるには強すぎるも
のと悟るためには，自らの命を危険にさらす必要があるとオースティンは考えていたのである。
『ジェインオースティンとシャーロットブロンテの初期作品』（TheJuveniliaofJaneAusten
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andCharlotteBronte）の序で，編集者ビアはオースティンの習作は主要作品を執筆する上で不可欠
な作品であったと述べている。20オースティンは『愛と友情』を執筆する約10年前に，姉キャサン
ドラに ・Icannotanyhowcontinuetofindpeopleagreeable,・（ToCassandraAusten,1213May
1801）と書き送っている。当時流行していた感傷小説に疑問を抱いた彼女は，感受性を重んじる風潮
に幼いながらも一石を投じた。こうした彼女の批判精神は，幼いころから育まれ，後年，より成熟し
た小説へと発展していったのである。
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